
インバウンド観光（訪日外国人観光客） 
 

プロモーションに関する自治体実態調査 

一般財団法人 モバイルスマートタウン推進財団 
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01. ここ数年における外国人観光客数の変化について 

521 

361 
10 

増えている 
変わらない 
減っている 

N = 892 



02. 外国人観光客の受け入れについて 

297 

594 

12 

積極的に受け入れたい 
受け入れたい 
受け入れたくない 

N = 903 



03. 訪日外国人観光客向けのプロモーションについて 

125 

357 

425 
積極的に実施している 
実施している 
実施していない 

N = 907 



04. 外国人観光客を受け入れるメリット 

723 
441 
397 
343 

141 
102 
45 
17 
23 

新たな市場の開拓 
異文化交流 

高い消費単価及び利益率 
国内観光客が少ないオフ期の集客 

商品やサービスの質の向上 
従業員の接客対応の質の向上 

市場のリスク分散 
その他 

特にメリットは感じない 

0 200 400 600 800 

・観光客増加 
・町の認知度向上 
・低迷する観光客数の歯止め 
・継続的な来訪 
・宿泊日数が日本人観光客より多い 
・交流人口の増加 
・地域への外貨流入 

・観光施設内外の活性化 
・商機の創出 
・日本人観光客の回帰（リ・バウンド効果） 
・新たな観光資源の発掘 
・地域住民の観光振興意識の向上と観光資源への理解 
・地域への波及効果と変化への期待 
・過疎地域における祭礼の存続 



05. 外国人観光客を受け入れるデメリット 

564 
527 

423 
393 

182 
137 
128 
120 
83 

14 
66 

言語の違いから生じる地域住民の戸惑い 
文化の違いから生じる地域住民の戸惑い 
多言語対応やハラール対応等の経費増大 

宿泊施設の不足 
治安悪化への懸念 

住宅街などで夜中に騒がれる恐れ 
環境保全への懸念 

既存のお客様が離れてしまう恐れ 
違法民泊の蔓延 

その他 
特にメリットは感じない 

0 200 400 600 

・多言語対応 
・対応人材の不足 
・マナー・ルール違反 
・直前のキャンセルが多い 
・通過型のため消費額が少ない 

・受け入れる事業者の負担増 
・受入体制整備に要する経費 
・現金以外の支払いに対応する経費 
・宿泊施設の明確な意志（受け入れたいかどうか） 
・日本人による外国人排斥気運の高まり 



06. 案内サインやパンフレットなど 
     　観光用販促物の多言語化について 

153 

575 

24 128 
33 実施している 

一部実施している 
実施していない（予定あり） 
実施していない（予定ないがしたい） 
実施していない（するつもりはない） 

752 
476 
460 
418 

95 
53 
24 
20 
20 
8 
8 
6 
21 

英語 
中国語（簡体字） 
中国語（繁体字） 

韓国語 
タイ語 

フランス語 
スペイン語 
ポルトガル語 
ドイツ語 
イタリア語 
ロシア語 

インドネシア語 
その他 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 

・ベトナム語 
・モンゴル語 
・ヘブライ語 
・タガログ語 
・ヒンディー語 

・マレー語 
・トルコ語 
・オランダ語 
・北京語 
・台湾語 

N = 913 



268 

283 41 
244 

71 実施している 
一部実施している 
実施していない（予定あり） 
実施していない（予定ないがしたい） 
実施していない（するつもりはない） 

07. 自治体運営の公式Webサイト、 
    　　モバイルアプリ等の多言語化について 

601 
438 
421 

377 
95 
73 
65 
53 
38 
31 
27 
22 
44 

英語 
中国語（簡体字） 

韓国語 
中国語（繁体字） 
ポルトガル語 
スペイン語 
タイ語 

フランス語 
ドイツ語 
ロシア語 

インドネシア語 
イタリア語 

その他 

0 100 200 300 400 500 600 

・ベトナム語 
・モンゴル語 
・ヘブライ語 
・タガログ語 
・ヒンディー語 
・マレー語 

・フィリピン語 
・ビサヤ語 
・オランダ語 
・スウェーデン語 
・ペルシャ語 
・アラビア語 

N = 907 



08. 訪日外国人観光客に向けたSNSを運用について 

158 
70 
70 
34 
12 
6 
2 
1 
0 
7 

655 

Facebook 
YouTube 
Instagram 
Twitter 
微博 

ブログサービス等 
微信 

Vimeo 
Google＋ 
その他 

運用していない 

0 100 200 300 400 500 600 700 

・広域的な団体にて運営 
・国際交流協会による情報発信 
・広告代理店に委託してスポット的に活用 

・市公式スマートフォンアプリ 
・外国人観光客を狙っての発信はしていない 
・運用予定 



09. インバウンド観光事業の推進における 
        　IOTの活用について 

29 50 

485 

342 

活用している 
活用していない（予定あり） 
活用していない（予定はないがしたい） 
活用していない（するつもりはない） 

N = 906 



09. インバウンド観光事業の推進における 
        　IOTの活用について 
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10. インバウンド観光事業を推進するにあたり 
        現状で困っていること 

516 

326 

129 

202 

105 

多言語対応やハラール対応等の予算がない 

PR方法がわからない 

PRするための動画や写真がない 

その他 

特に困っていることはない 

0 200 400 600 



10. インバウンド観光事業を推進するにあたり 
        現状で困っていること 

• 人材不足 
• インバウンドに関わる観光業の経験が豊富な人材育成および確保 
• 地域リーダーの不在 

人手 

• 受入体制整備に係る財源確保、プロモーション等の予算が非常にかかる 
• 現状では国からの交付金を活用して実施しているが、継続して国などからの支援がないと継続は大変困難である 
• 経済効果の算出が難しいため予算が確保しにくい 

予算 

• 観光素材の開発、インバウンド観光素材の整備、体験プログラムの開発と販売、観光に適した場所がわからない、集客力がある観光資源がない 
• 外国人観光客向けの観光素材を磨ききれていない、外国人にニーズのある観光資源がわからない、外国人観光客に受け入れられるお土産づくり 
• 北海道や観光振興機構の事業を活用しているが、受託業者が同じであり、どの事業でも同じような内容となってしまう。 

観光コンテンツ 

• 各言語で地域を案内するプロのガイドが少ない、地域通訳案内士の充足、言語対応できる職員の不足 
• 外国語に対応できるノウハウがない、市内の観光施設にまだ外国人客をおもてなしするスキル（言語など）がない、緊急時の言語対応 
• 交通アクセスや資料館など、多言語での対応が十分ではない 

多言語対応 

• 二次交通の問題、空路の便が極端に少ない多言語 
• 宿泊施設の不足 交通・宿泊 

• 受入体制の整備、受入体制の充実・強化、地元の受け入れ態勢ができていない（決済方法や言語など）、カード決済、両替場所、Wi-Fi環境 
• 町内全体におけるインバウンド対応・観光事業推進体制がない、多言語対応やハラール対応等の整備が不十分、外国文化に対する知識などの不足 
• 洋式トイレや案内看板など受入体制が整っていない、日本のマナーをどう伝えるか（トイレの使い方やゴミを捨てる場所など）、受入事業者の拡大 

受入体制 

• 広告費が高い、外国語でのSNS発信ができない、個人化する外国人観光客の獲得、インバウンド向けPRまで手が回らない 
• より効果的なPR方法を実施したいが情報源が少なく困っている、新しい地域へPRを行いたいが糸口を見つけるのが難しい 
• 現在行っているPR内容の充実。観光客の滞在時間を伸ばし消費額を増加させたい。区内の主要観光地以外への回遊性の向上 

PR方法 

• ターゲットへのリーチ、ターゲット国の検討、外国人向けの商品開発 
• 各国の思考・習慣・トレンド・嗜好（インバウンドの特性）が把握できていない、具体的なイベント戦略（ターゲット・手法）の設定 
• 何からとりかかるかがわからない、ターゲットの絞り込み 

ターゲッティング 

• 定量的効果測定、効果測定が難しい、誘客宣伝を行うターゲットの整理を行うにあたり、本市を訪れる外国人観光客の動体分析が難しい 
• 事業の費用対効果がわかりにくいこと 
• 現状と課題を検討するためのデータが少ない、数値化されている分析データの不足、定量的な目標値設定のための基礎的な数値が把握できていない 

効果測定 

• 市町村の広域連携ができていない、事業者の足並みが揃わない 
• インバウンド仲介業者とのコネクション不足 
• 九州・四国・中部地方に比べて、東北6県は足並みが揃っておらず、一体感に乏しい 

連携 

• 地元の気運が高まらない、民間企業が受入に消極的な所が多い、町内事業者があまり必要としていない 
• 地域住民との合意形成に至っていない、インバウンドのメリットが住民に理解されるかわからない、事業者の機運醸成、市内での需要の有無 
• 行政がインバウンドを推進しても地元の機運が盛り上がらない気がする、地域の人に外国人受け入れの必要性や重要性が伝わっていない 

理解の差 

• メルマガやまち歩きナビのアプリ登録者が伸び悩んでいる、平成30年度に動画作成予定、DMOで実施する予定 
• 課題の整理を行っている、何からどのように始めるのか、離島であることから外国人が増加する見込みがあまりない。もう少し時間がかかると思う 
• 観光事業を行っていない、わからない 

その他 



11. インバウンド観光事業の推進における 
         　　官民連携について 

309 

64 425 

111 

連携している 
連携していない（予定あり） 
連携していない（予定はないがしたい） 
連携していない（するつもりはない） 

N = 909 



11. インバウンド観光事業の推進における 
         　　官民連携について 
誰と？ 

DMO 
観光協会、観光案内所 
観光事業者、宿泊事業者 

地元企業、民間企業、大型商業施設 
鉄道会社、観光バス会社、タクシー業者 

地元旅行会社、大手旅行会社 
商工会議所、地元温泉組合 

広告代理店 
病院 

海外の大学、教育機関 
まちおこし協会 
スポーツチーム 

何を？ 

DMO設立 
委員会や協議会などの設置 
業務委託、補助金拠出 

セールスコール、トップセールス 
プロモーション、VJ事業 

商談会や旅行博への参加・出展 
多言語対応、ハラール対応 

パンフレット・マップ・映像コンテンツの制作 
ウェブサイト作成・運営 

チャーター便やクルーズ船の誘致・受入 
チラシやポスターの設置 

資料提供、情報共有、Wi-Fi設置 
モニターツアーの実施、ファムトリップ開催 
外国語観光ボランティアへの活動補助 

外国人ブロガー招致 
教育旅行誘致 

ツアーガイドなど人材育成 
受入体制整備のセミナー開催 
外国人接客マニュアルを作成 
観光プログラム商品の開発 

インターンシップ、アンケート調査 
協定締結 

農家民宿、祭りなどのイベント 
無料シャトルバス運行 



12. インバウンド観光事業の推進における 
         　　広域連携について 

421 

52 

326 

106 

連携している 
連携していない（予定あり） 
連携していない（予定はないがしたい） 
連携していない（するつもりはない） 

N = 905 



12. インバウンド観光事業の推進における 
         　　広域連携について 

何を？ 

2019ラグビーW杯出場国からの訪日客誘客促進 
各首長によるトップセールス、セールスコール 
マーケティング調査、情報提供、セミナー開催 

多言語対応、特例通訳士育成 
補助金拠出、DMO組織設立、協議会の設置、友好交流協定締結 

SNSなどを活用した情報発信 
外国人YouTuberによる観光映像コンテンツの制作 

パンフレット・映像資料・ホームページ・PR動画作成・アプリの作成 
観光サイト構築・運営、バーチャルトリップサイトの展開 

アニメ・サブカル事業、スタンプラリー 
プロモーション、VJ事業、商談会や旅行博への参加・出展 

教育旅行の誘致、FIT受入体制整備事業 
ファムトリップツアー、モニターツアー、ブロガー招聘、メディア招聘 

団体客の受け入れ、クルーズ船への対応 
サイクルツーリズム、ゴルフツーリズム、スノーリゾート 

酒造、地酒を軸とした連携事業 
旅行商品の造成、着地型旅行商品の開発、観光タクシー、二次交通の整備 
周遊ルートの提案、モデルルートの創出、ドライブルートの検討 

レンタカーを利用する外国人旅行客への安心ドライブの推進とドライブルートの構築 



13. 外国人観光客を受け入れる際の課題 

800 

688 

478 

462 

442 

322 

209 

38 

18 

多言語対応ができていない（接客） 

多言語対応ができていない（販促物） 

多様な精算方法 

異文化によるマナーの相互理解 

Wi-Fi環境の整備 

急病・盗難など災害時の対応 

食事の内容・味付け・材料 

その他 

特に課題はない 

0 200 400 600 800 



13. 外国人観光客を受け入れる際の課題 
受入環境の整備は事業者の意思決定と取組みによるところが大きく、機運を醸成することが課題 
駅ロッカーの不足 
インバウンドの特性をきちんと把握できていないため、細かいケアができていない。 
クレジット決済の導入 
公共交通の整備が不十分 
宿泊施設（部屋の大きさ、数）の不足 
外国人観光客がほとんどおらず、ノウハウがないため課題が不明 
十分な数えお受け入れられる宿泊施設がないこと 
二次交通がない（外国人が二次交通まで調べてこない） 
受け入れ自体が少ない 
観光サインの多言語化、アピール性が弱い日本人の気質 
サイン表示などのインフラ未整備 
課題の整理を行っている 
ホスピタリティ向上 
外国人観光客に受ける施設がわからない 
上記を含む総合的な環境整備 
公共交通機関内アナウンス・観光施設・宿泊施設の多言語対応、多言語ガイドの充実、体験プログラムの充実 
受入環境の整備、多言語ボランティアガイドの育成 
外国人観光客はほとんど来ない 
マナー・ルール違反 
事業者の中で受け入れに温度差が激しい 
そこまでの議論に至っていない 
事業者の消極的な姿勢 
できないわけではないが十分とは言えない状況だと思う 
費用の折り合い 
全般的に受入態勢が整っていない 
空港からのアクセス、歴史的ストーリーの説明 
2020東京オリンピックに向けて 
トイレなどの施設（主に洋式化） 



14. 弊財団のサイト「Guidoor」にページ及び 
 　動画を独自に作成させていただくことについて  

134 

351 352 

60 

ぜひ作成してほしい 
興味ある 
どちらともいえない 
興味ない 

N = 897 



15. その他 
プロモーションも重要であるが、まず宿泊場所といった受入体制の構築の面で取り組みを充実させたい。 
web、動画、プロモーションなどは協議会の意思決定により方針に沿って実行中であるため、新規の取り組みにつきましては実施が難しい。 
インバウンドの効果については認識しているところではありますが、現段階では手を出すという段階ではないと考えています。市内はじめ市外の
方々へPRする余地がまだ残されていると考えています。 
ついては、まず国内の観光客に焦点を当て、段階的にインバウンド誘致に取り組んでいきたいと考えています。 
色々と取り組んでいるが、各市町の状況に応じた受け入れが必要だと考えている。一度に来られると各観光施設が対応できないので、息の長い取り
組みが必要。昨年、上海でのプロモーションで、兵庫県の情報は初めてだと少し喜ばれました。 
東京・大阪・京都などの情報は多いが、もっと地方の情報が欲しいと言われました。 
市内飲食店からメニューの多言語表記について依頼があるものの、対応できていない。また、例年「外国人旅行者おもてなし講座」として事業者向
けにインバウンド講座を開催しているが、効果的な講座を実施できていない。可能なら講座の講師などで協力いただきたい。 
外国人が1万人にも満たない自治体であるが、インバウンドが増えている状態であり、準備が必要と考えているが、何から始めたら良いかわからな
いため、他自治体などとの取り組みを教えていただくとともに、ノウハウを学びたいと考えている。 
本市では、市内在住の外国人の方に対する言語対応は行っていますが、外国人観光客の受け入れについては、住宅街が多い市行きでもあるため、市
による積極的なインバウンド施策は現在のところ行っておりません。 
当地区は1市3町が連携し、DMO設立を目指しているところであります。 
これまでほとんど実施していなかった外国人観光客の受入整備などについても、積極的に取り組んでいきたいと考えております。 
2018年4月にDMOを発足。今後はそちらを拠点に観光施策を展開予定。 
民間企業における多言語メニューは、まだ十分に整備されていない。 
Guidoorについて、一度詳しく説明を受けてみたい。無償提供に関して、手続き・規約など詳細を教えていただけますと幸いです。 
Guidoorのサイトを拝見させていただきました。ぜひ動画作成と掲載について詳細をお伺いさせていただきたいです。 
Guidoorの作成費用、外国人観光客受入時の注意点、外国人観光客が目にする有力なサイトなど知りたい。 
東京2020オリンピックの開催に伴い、ゴルフ会場市であることから、インバウンド事業に取り組んでいきたいと考えている。 
厳しい財政状況の中、このように無償で当市の取り組みをPRしていただける媒体については、有効に活用させていただきたいと考える。 
観光資源が少なく、少ない中でまつりの実施などを通じて観光客を誘致しています。その観光客は近隣都県・市町村の日本人観光客であります。 
現状では、今ある観光資源を磨くこと、まつりの運営の質の向上などを通じ、市をPRしていることに力を入れております。 
今度、インバウンドへも力を入れていく方向となった際には、ご教授くださるよう、よろしくお願いいたします。 
農工業が調和した地域で、主だった観光資源がないため、今のところは外国人観光客の受け入れについては魅力を感じていない。 
当市はベッドタウンため、観光資源に乏しく、唯一外国人の方に知られているのが奇祭です。 
動画などを作成・提供していただけるのであれば幸甚です。 
実際の事業展開は所定の手続きを経て行うことになります。 
海外の方が何に興味を示し何を購入したいか、どこまで足を延ばすかなどニーズがわかるとありがたい。何をもって情報を入手しているのか？ 
インバウンドについては、広域連携にて実施しているものが大部分であり、村単独での実施は無し。 
多くの方がいらしておりますが、フォローができておりません。スキルもなく、対応を苦慮しております。 
欧米を中心に外国人観光客が増えており、プロモーションを積極的に進めています。動画を作成していますので、活用していただけたらと思います。
ワシントンの日本の広報文化センターFBに流してもらったところ、2300万再生になっています。 


